
石川県 NPO法人当目 (取組11年)

～物心で豊かな地域を作る～

 きっかけ

2012年11月に「廃れ行く地域を憂いる」有志による毎月の会合を始めたことからスタートし、当該法人
の前身である「当目夢を語る会」として「物心で豊かな地域を作る」ことを目的に活動を開始した。

 取組内容

県内大学生サークルとの連携をきっかけに、当目の特徴を生かせる米のブランド化と、古くから伝わる
発酵保存食「なれずし」の商品化に取り組み始めた。

 推薦理由

前身団体の活動期間も含めると11年と活動年数が長く、米のブランド化や外部団体と連携した地域づく
り、雇用創出等、棚田地域の維持・保全・振興等に貢献する様々な取組を行っていることから。

≪関係棚田情報≫ 当目千石棚田
（石川県能登町（当目蓮花坊、当目甲地、当目中組、当目極楽寺、当目田代））

【指定棚田地域】 【つなぐ棚田遺産】 【日本の棚田百選】
当目棚田 当目千石棚田 なし

山菜楽しむツアー 空き家の加工場 稲刈り 薪の生産、高齢者宅の除雪

未来へ
つなぐ部門


